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TRIZ を適用した『新商品・サービス』システム創出のスキーム 

～「ヒット商品・サービス」を TRIZ で解析し、「新商品・サービス」システムの創出方法を探る～ 

ビジネス・経営ＴＲＩＺ研究分科会(ＮＰＯ法人 日本ＴＲＩＺ協会) 

吉澤郁雄（（学）産業能率大学）、伊沢久隆（ソニー（株））、菊池史子（パイオニア（株））、森谷康雄（富士通アドバンストテクノロジ（株））、 
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概要 

いままで公開されている TRIZ の適用事例は、ワールドワイドで考えても、ほとんどが技術課題であった。今後、TRIZ を更に

拡大、普及させるためには、ビジネス、経営およびマネジメント分野の課題に対しても適用できることを検証していくことが求め

られる。 

本研究会においては、ビジネス、経営およびマネジメント分野の課題に対して、適用方法、事例研究など、TRIZ を活用する

ための研究とガイダンス構築を目指し、TRIZ の普及・発展に供することを目的として活動している。第２弾として、TRIZ 適用領

域のうち、「ヒット商品・サービス」を TRIZ 思考や手法を適用して解析し、「新商品・サービス」システムの創出方法を探ることを

試みることとした。以下のフェーズを検討対象としている。 

１．ヒット商品・サービスを出し続けて成長する事業を特定する。 

２．ヒット商品・サービスの特性を分析する。 

３．分析結果に基づき、矛盾解法と進化トレンドの適用が「新商品・サービス」システムの創出に有効かどうかを検討する。 

４．有効であれば、矛盾解法とトレンド適用による「新商品・サービス」システムの創出プロセスを考案し、提示する。 

2012 年度は検討フェーズ１．～３．について提示した。今回は、検討フェーズの４．を中核として、フェーズ１．～４．について

検討結果を報告する。 

内容説明 （2） 変化要因に対処する上での利用者の抱える矛盾（ジレ 

１．ヒット商品・サービスを出し続けて、成長する事業を特定

する。 

ンマ的要求）を特定し、その解決案が創出したヒット商品・サ

ービスに通じるかを検証する。 

具体的には、利用者ニーズの側面を分析し、従来の商

品・サービスと利用者ニーズのアンマッチやミスマッチから

生じる矛盾を特定して、その解決方法を思考する。実在する

サービスと解決策を比較することで、TRIZを適用した矛盾解

法の有効性を検討する。 

１０年以上にわたり新商品・サービスを市場に出し続け、

成長している事業を特定する。今回の検討対象としての成

長する事業を「宅配事業」とした。 

２．ヒット商品・サービスの特性を分析する。 

（3） ヒット商品・サービスは、いくつかある進化トレンド

（Darrell Mann）のどれに着目し、どのレベルにターゲットを

絞ったかについて、利用者の要求とその程度が進化トレンド

とそのレベルに適合するかどうかを検討する。 

（1） ヒット商品・サービスを創出した前提としての市場の変

化要因を特定する。 

具体的には、システムと時間の二軸によるシステム・アプ

ローチを検討する。（マルチスクリーン） 

（4） 進化トレンドのレベルを上昇させて、新商品・サービス

の仮説を立てる。 

国内で宅配事業が世に出てから現在までに創出された商

品・サービスを対象システムとして、以下の４カテゴリーで整

理する。それらのスーパーシステムとして、利用者ニーズ、

消費動向、一般的な社会環境を設定して、影響要因を特定

する。 

（5） ヒット商品・サービスが市場に出てから現在までに仮説

のような商品・サービスに進化しているかどうかを検証する。 

３． １、２の分析結果に基づき、矛盾解法と進化トレンドの

適用が「新商品・サービス」システムの創出に有効かどうか

を検討する。 

【商品・サービスシステムの３カテゴリー】 

①「社会への付加価値」に関する商品・サービス 

②「利用者（顧客）への付加価値」に関する商品・サービス 

③「ビジネスの基本機能（目的）に関する商品・サービス 

４．有効であれば、矛盾解法と進化トレンド適用による「新商

品・サービス」システムの創出プロセスを考案し、提示する。 

さらに、サブシステムとして、４M（Material、Method、Machine、

Man）を設定する。 

 


